
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、クランクシャフトの発電機ロータ取付部（テーパ部）表面の摩耗を点検し、許容以

上の摩耗が認められる場合は、クランクシャフトを良品に、発電機ロータを新品に交換する。 

摩耗が許容内である場合は、テーパ形状を測定し、テーパ形状が不適切なものは、発電機ロ

ータをクランクシャフトのテーパ形状に合わせた対策品に交換する。 

 

注：     は交換する部品を示す。 

       

識別：車わく(下部右側面)に橙色のシールを貼付する。 

改善箇所説明図 

クランクシャフトの発電機ロータ取付部のテーパ加工が不適切なため、当該クランクシ

ャフトと発電機ロータが正しく嵌合していないものがある。そのため、エンジン回転時に

クランクシャフトの発電機ロータ位置決めキー溝に過大な荷重がかかり、最悪の場合、ク

ランクシャフトが破損し、走行中にエンストに至るおそれがある。 
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